
集特

　

Ｆ
Ａ
Ｏ（
国
連
食
糧
農
業
機
関
）の
統
計
に

よ
る
と
、
途
上
国
を
中
心
に
１
９
９
０
年
か
ら

２
０
１
０
年
の
20
年
間
で
、
わ
が
国
の
国
土
面
積

の
約
４
倍
に
相
当
す
る
面
積
の
森
林
が
減
少
し
ま

し
た
。
こ
う
し
た
変
化
に
よ
り
、
生
物
多
様
性
保

全
、
気
候
変
動
緩
和
と
い
っ
た
森
林
の
多
面
的
機

能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
途
上
国
の
森
林
減
少
に
由
来
す
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
は
世
界
全
体
の
約
２
割

を
占
め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

林
野
庁
で
は
、
国
際
的
な
政
策
対
話
へ
の
参
加

や
開
発
途
上
国
に
お
け
る
森
林
保
全
等
の
支
援
を

通
じ
て
、
地
球
規
模
で
の
森
林
減
少
・
劣
化
の
防

止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
組
の

一
部
を
、
こ
こ
で
紹
介
し
ま
す
。

　

２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）は
、
国
連
の
定
め
た

「
国
際
森
林
年
」で
す
。
地
球
規
模
で
の
森
林
減

少
・
劣
化
防
止
の
取
組
の
重
要
性
を
考
え
る
契
機

に
し
ま
し
ょ
う
。

森林減少・
劣化防止の動き
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2004年の世界の温室効果ガス排出量（IPCC） 世界の森林面積変化と森林率（地域別）

総排出量：490億トンCO2換算

CO2
化石燃料使用
56.6％

CO2 （その他）
2.8％

CO2
（森林減少、
腐朽バイオマス、
その他）
17.3％

CH4
14.3％

N2O
7.9％

フロンガス
1.1％
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森林減少・劣化防止の動き集特
　

１
月
24
日
か
ら
２
月
４
日
、
国
連
本
部

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）に
お
い
て
、「
第
９
回
国

連
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｆ
９
）」が
開

催
さ
れ
、
１
０
０
カ
国
以
上
の
国
連
加
盟

国
が
出
席
し
ま
し
た
。
関
係
国
際
機
関
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
か
ら
の
出
席
者
を
加
え
て
、
総

勢
７
０
０
名
以
上
と
な
り
、
わ
が
国
か
ら

は
、
林
野
庁（
後
藤
森
林
資
源
情
報
分
析

官
、
上
田
海
外
林
業
協
力
室
長
他
）、
外
務

省
、
環
境
省
、
国
際
協
力
機
構
等
か
ら
担

当
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

国
際
森
林
年
関
連
事
業

「
第
９
回　

国
連
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｆ
９
）」

　

２
月
２
日
か
ら
３
日
、
閣
僚
級
会
合
が

開
催
さ
れ
、
冒
頭
、
２
０
１
１
国
際
森
林

年
の
公
式
開
幕
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
国
連
総
会
議
長
、
事
務
総
長
、

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
の
ワ
ン
ガ
リ
・

マ
ー
タ
イ
氏
等
か
ら
祝
辞
が
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
際
、
国
際
森
林
映
画
祭
の
結

果
発
表
が
行
な
わ
れ
、
日
本
放
送
協
会（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
）が
国
際
共
同
制
作
に
参
加
し
た「
Ｔ
ｈ

ｅ　

Ｑ
ｕ
ｅ
ｅ
ｎ　

ｏ
ｆ　

Ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｓ
」が

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

国
際
森
林
年
の

開
幕
式
典
と

円
卓
会
合
が
開
催

　

全
体
会
合
で
は
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
全
体

テ
ー
マ
で
あ
る「
人
々
、
生
活
、
貧
困
撲
滅

の
た
め
の
森
林
」の
も
と
に
、
①
森
林
に
関

す
る
４
つ
の
世
界
的
な
目
標
の
達
成
状
況
及

び「
す
べ
て
の
タ
イ
プ
の
森
林
に
関
す
る
法

的
拘
束
力
を
持
た
な
い
文
書（
Ｎ
Ｌ
Ｂ
Ｉ
）」

「
人
々
、生
活
、

貧
困
撲
滅
の
た
め
の

森
林
」を
テ
ー
マ
に

　

そ
の
後
、
円
卓
会
合
が
開
催
さ
れ
、
わ

が
国
か
ら
は
角す
み

国
連
大
使
が
演
説
を
行
な

い
ま
し
た
。
閣
僚
級
会
合
の
最
後
に
、
持

続
可
能
な
森
林
経
営
と
Ｎ
Ｌ
Ｂ
Ｉ
の
重
要

性
や
、
国
際
協
力
等
の
今
後
の
取
組
に
つ
い

て
明
ら
か
に
し
た
閣
僚
宣
言
が
採
択
さ
れ
、

２
０
１
２
年
に
開
催
さ
れ
る
国
連
持
続
可

能
な
開
発
会
議（
リ
オ
・
プ
ラ
ス
20
）に
報
告

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
わ
が
国
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政

府
、
国
際
熱
帯
木
材
機
関
、
国
際
協
力
機

構
、
お
よ
び
国
土
緑
化
推
進
機
構
と
の
共

催
に
よ
り
、
地
域
社
会
に
基
盤
を
置
い
た

持
続
可
能
な
森
林
経
営
の
取
組
を
紹
介
す

る
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
を
２
月
３
日
に
開
催

し
、
参
加
者
か
ら
好
評
を
得
ま
し
た
。

の
実
施
状
況
の
課
題
と
評
価
、
②
資
金
・

技
術
協
力
等
の
持
続
可
能
な
森
林
経
営
の

実
施
手
段（
資
金
提
供
、
技
術
移
転
等
）の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
Ｎ
Ｌ
Ｂ
Ｉ
を
実
施
す
る
た
め
の
資
金
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
２
０
１
２

年
３
月
ま
で
に
各
国
が
意
見
を
提
出
し
、

と
り
ま
と
め
る
こ
と
な
ど
が
合
意
さ
れ
ま
し

た
。

森林に関する４つの世界的な目標

① 森林の減少傾向の反転

② 森林由来の経済的・社会的・環境的便
益の強化

③ 保護された森林及び持続可能な森林経
営がなされた森林面積の大幅な増加と
同森林からの生産物の増加

④ 持続可能な森林経営のためのODAの減
少傾向の反転

国連総会会議場

5

林野 2011.3



REDD
国
際
技
術
セ
ミ
ナ
ー

＋
国
際
技
術
セ
ミ
ナ
ー
開
催
へ
の
流
れ

　

Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
は
、
２
０
０
５
年
の
気
候
変

動
枠
組
条
約
第
11
回
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

11
）に
て
提
案
さ
れ
た
仕
組
み
で
、
参
加
国

ご
と
に
、
こ
れ
ま
で
の
森
林
減
少
に
よ
る
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
等
に
よ
っ
て
参
照
排

出
レ
ベ
ル（
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
）を
設
定
し
、
排

出
削
減
量
に
応
じ
て
資
金
等
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
も
の
。
昨

年
12
月
、
メ
キ
シ
コ
の
カ
ン
ク
ン
で
開
催
さ

れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
16
に
お
い
て
は
、
ア
ウ
ト
ラ
イ

ン
が
示
さ
れ
、
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
を
進
め
る
意
思

の
あ
る
途
上
国
は
、
国
家
戦
略
あ
る
い
は

計
画
を
示
し
、
国
家
参
照
レ
ベ
ル
、
森
林

観
測
シ
ス
テ
ム
の
要
素
を
開
発
す
る
よ
う

奨
励
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
観
測
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
Ｃ

Ｏ
Ｐ
15
の
補
助
機
関
会
合（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
Ａ
）の

決
定
文
書（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
Ａ
31
）に
お
い
て
、
リ

モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
と
地
上
で
の
森
林
炭
素

調
査
の
組
み
合
わ
せ
を
用
い
る
こ
と
と
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
国
家
参

照
レ
ベ
ル
を
評
価
す
る
の
は
技
術
的
に
困

難
で
あ
り
、
そ
こ
で
測
定
可
能
、
報
告
可

能
、
検
証
可
能
な（
Ｍ
Ｒ
Ｖ
）手
法
、
シ
ス
テ

ム
が
注
目
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋

国
際
技
術
セ
ミ
ナ
ー
は
、
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
の
さ

ま
ざ
ま
な
関
係
者
と
と
も
に
、
経
験
や
実

践
を
ふ
ま
え
、
Ｍ
Ｒ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
を
含
む
Ｒ

Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
の
技
術
的
概
念
に
つ
い
て
共
有
す

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　 ２月16日 か ら17日、
東京国際フォーラムに
おいて、「ＲＥＤＤ＋国
際技術セミナー」が開催
されました。

写真提供：（独）森林総合研究所
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集特 森林減少・劣化防止の動き

　

第
２
日
目
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
４
で
は
、
民
間

に
お
け
る
取
組
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ベ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

の
山
下
加
夏
氏
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
カ
ー
ボ
ン

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
デ
ィ

ビ
ッ
ド
・
ア
ン
ト
ニ
オ
ー
リ
氏
、
丸
紅
の

谷
垣
幸
司
氏
、
三
菱
商
事
の
渡
邉
優
子
氏
、

　

セ
ミ
ナ
ー
第
１
日
目
は
、
開
会
式
お
よ

び
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
後
、
国
際
的
お

よ
び
各
国
の
取
組
を
報
告
す
る
３
つ
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
と
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
の
挨
拶
に
立
っ
た
森
林
総
合
研
究

所
の
鈴
木
和
夫
理
事
長
は
、「
私
た
ち
人
類

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
科
学
技
術
を
駆
使
し
て

発
展
し
て
き
た
が
、
変
わ
ら
な
い
こ
と
は
、

決
し
て
無
機
物
か
ら
有
機
物
を
つ
く
り
出

せ
な
い
と
い
う
こ
と
。
そ
の
バ
イ
オ
マ
ス
の

国
際
的
お
よ
び

各
国
の
取
組
を
報
告

民
間
に
お
け
る
取
組

お
よ
び
Ｍ
Ｒ
Ｖ
に
係
る

研
究
開
発
状
況
を
共
有

９
割
が
森
林
に
、
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
５
割

が
熱
帯
林
に
存
在
す
る
」と
、
地
球
規
模
で

の
熱
帯
林
保
全
の
重
要
性
を
訴
え
、「
本
セ

ミ
ナ
ー
が
、
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
の
次
の
ス
テ
ッ
プ

を
探
っ
て
い
く
契
機
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
」と
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
挨
拶
し
た
林
野
庁
の
沼
田
正
俊

次
長
は
、「
林
野
庁
と
し
て
も
、
森
林
減

少
・
劣
化
の
防
止
に
係
る
技
術
や
知
見
の

集
積
を
図
り
、
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
を
は
じ
め
、
途

上
国
で
森
林
保
全
の
実
践
的
な
取
組
を
行

な
え
る
技
術
者
の
人
材
育
成
等
、
世
界
の

持
続
可
能
な
森
林
経
営
を
推
進
す
る
観
点

か
ら
支
援
し
て
い
き
た
い
」と
、
国
際
的
な

取
組
を
積
極
的
に
支
援
す
る
姿
勢
を
打
ち

出
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
１
で
は
、
国
際
森

林
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ダ
ニ
エ
ル
・
ム
ル
デ
ィ

ア
ル
ソ
氏
、
国
際
熱
帯
木
材
機
関
の
エ
ド
ゥ

ア
ル
ド
・
マ
ン
ス
ー
ル
氏
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
宮

園
浩
樹
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
団
体
の
国
際

的
な
取
組
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
２
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
３
で
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
メ
キ
シ

コ
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

の
代
表
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
国
の
取
組
に
つ
い

て
報
告
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
す
べ
て
の
発
言
を
受
け
て
の
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
、
第

１
日
目
は
終
了
し
ま
し
た
。

兼
松
の
矢
崎
慎
介
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取

組
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
５
で
は
、
宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構
の
島
田
政
信
氏
、
タ
イ
国
立
公
園
・

野
生
生
物
・
植
物
保
護
省
・
情
報
地
質
オ

ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
局
の
ア
ヌ
チ
ッ
ト
・
ラ
タ

ナ
ス
ワ
ン
氏
、
ア
ジ
ア
航
測
の
那
須
充
氏
、

森
林
総
合
研
究
所
の
平
田
泰
雅
、
佐
藤
保
、

宮
本
基
杖
の
各
氏
が
、
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
の
Ｍ
Ｒ

Ｖ
に
係
る
研
究
開
発
状
況
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

以
上
の
発
言
を
受
け
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
、
閉
会
に
当
た
り
、
森

林
総
合
研
究
所
の
松
本
光
朗
氏
が
、
セ
ミ

ナ
ー
の
総
括
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
ま
と

め
を
行
な
い
、「
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
３
つ
の

国
際
機
関
と
８
つ
の
国
、
民
間
と
研
究
機
関

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
４
つ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
行
な
わ
れ
有
意
義
だ
っ
た
。
国
家
戦

略
の
進
展
が
実
感
さ
れ
た
一
方
、
Ｍ
Ｒ
V
に

つ
い
て
は
、
プ
ラ
ン
は
あ
る
が
ま
だ
実
行
途

中
と
い
う
事
例
が
多
い
。
今
後
の
進
展
の

た
め
に
は
資
金
的
な
支
援
も
必
要
だ
。
日

本
政
府
と
し
て
、
二
国
間
協
定
に
よ
っ
て
Ｒ

Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
を
推
進
し
よ
う
と
い
う
意
図
を

持
っ
て
い
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
森
林
総
合
研
究
所
の
大
河
内

勇
理
事
が「
こ
れ
か
ら
も
情
報
共
有
や
オ
ー

プ
ン
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
場
を
設
け
て

い
き
た
い
」と
挨
拶
し
、
２
日
間
に
お
よ
ぶ

セ
ミ
ナ
ー
は
終
了
し
ま
し
た
。

第

１
日
目

第

２
日
目

写真提供：（独）森林総合研究所

写真提供：（独）森林総合研究所
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●
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
に
係
る
調
査
・
研
究
開
発

１
、
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
に
関
わ
る
情
報
収
集
や
発

展
途
上
国
で
の
現
地
調
査
を
行
う
と
と
も

に
、
国
際
会
議
等
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
議
論

を
踏
ま
え
て
、
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
の
最
新
情
報

を
集
約
す
る
と
と
も
に
、
わ
が
国
あ
る
い

は
関
係
各
国
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
等
を

報
告
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
り
公
開
し
ま

す
。

２
、
発
展
途
上
国
に
お
け
る
森
林
の
減
少
・

劣
化
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
、
リ

モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
を
基
礎
と
し
た
解
析

技
術
お
よ
び
方
法
論
を
開
発
し
、
森
林

減
少
・
劣
化
動
態
把
握
の
体
制
整
備
を

図
り
ま
す
。

３
、
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
に
係
る
取
組
の
た
め
の
方

法
論
の
分
析
・
考
案
を
進
め
、
そ
れ
ら
の

成
果
を
集
約
し
て
日
本
版
方
法
論
の
開

発
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
提
案
を
行
っ
て
、

Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
の
取
組
を
着
実
に
進
め
る
た

め
の
実
施
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

４
、
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
の
対
象
国
に
お
け
る
政
府

機
関
や
研
究
機
関
等
と
の
連
携
を
図
っ

て
、
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
の
方
法
論
等
に
関
す
る

情
報
交
換
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
国

際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

●
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
に
係
る
森
林
技
術
者
の
養
成

　

発
展
途
上
国
で
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
に
取
り
組
む

国
内
技
術
者
の
能
力
向
上
に
寄
与
す
る

た
め
の
人
材
育
成
と
国
際
的
な
連
携
の

た
め
、
森
林
技
術
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
併
せ
て
、
人
材
情
報
提
供
の
体
制
整

備
と
、
研
修
用
教
材
の
作
成
を
行
な
い
ま

す
。

●
熱
帯
林
保
全
活
動
の
啓
発
と
活
動
支
援

　

民
間
ベ
ー
ス
に
よ
る
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
へ
の
参

加
を
促
進
す
る
た
め
、
民
間
団
体
や
一
般

市
民
を
対
象
と
し
た
公
開
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。
ま
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
等
に
お
い
て
、

Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
に
取
り
組
む
当
セ
ン
タ
ー
の

活
動
を
積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
疑
問
や
質
問
に
答
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
民
間
団
体
等
の
活
動
を
支
援
す

る
た
め
、
当
セ
ン
タ
ー
に
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

を
設
置
・
運
営
し
ま
す
。

　

２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）７
月
１
日
、
Ｒ

Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
に
関
す
る
わ
が
国
の
総
合
的
な
技

術
拠
点
と
し
て
、
独
立
行
政
法
人
森
林
総

合
研
究
所
内
に「
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
研
究
開
発
セ
ン

タ
ー
」が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
削
減
と
森
林
に
よ
る
吸
収
量
増
加
の
実

現
に
努
力
す
る
こ
と
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
向
け
た
世
界
的
な
取
組
に
協
力
す
る

こ
と
で
あ
り
、
途
上
国
の
森
林
や
生
物
多

様
性
の
保
全
、
地
域
経

済
に
も
貢
献
で
き
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
意
義

を
持
つ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
を

実
行
す
る
た
め
に
は
、

い
く
つ
か
の
解
決
す
べ

き
問
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
は
、
吸
排

出
量
算
定
の
基
礎
と
な

る
森
林
観
測
シ
ス
テ
ム

の
確
立
で
あ
り
、
さ
ら

に
排
出
削
減
量
や
吸
収

量
を
客
観
的
に
評
価

す
る
手
法
が
不
可
欠
で

す
。
こ
れ
ら
に
対
応
可
能
な
技
術
者
や
国

内
の
推
進
体
制
は
先
進
国
に
お
い
て
も
十

分
に
整
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
Ｒ
Ｅ

Ｄ
Ｄ
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
う
し

た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
産
官
学
の
連

携
・
協
力
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
開
発

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
技
術
者
の
育
成
、

民
間
レ
ベ
ル
の
活
発
な
活
動
の
支
援
な
ど
、

そ
の
推
進
拠
点
と
し
て
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
の
活
動
内
容

森
林
総
合
研
究
所
内
に

　
　
　
　
　
「
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
」を
開
設

REDD研究開発センターの構成

センター長

事業全体の推進を統括する

業務ユニット

解析技術や情報分析などの
研究を推進する

研究ユニット

外部専門家による事業全体へ
の助言

運営委員会

外部専門家を含めた個別課題の
検討

運営委員会
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集特 森林減少・劣化防止の動き

　１月25日に開催された東京でのセミナーには、
フェアウッドの利活用に取り組んだり、今後取り組
もうとする企業関係者等を中心に、約100名が参加
しました。
　第１部「世界が目指すフェアウッド調達」では、各
国におけるフェアウッド供給体制について報告があ
りました。ベトナム・ラオスに関して、国際環境Ｎ
ＧＯ・ＦｏＥＪａｐａｎの満田夏花氏、ロシアに関
してＦｏＥＪａｐａｎの佐々木勝教氏がレポートし
ました。
　第２部「フェアウッド調達はこうして実現」では、
これまでフェアウッド調達に取り組んできたトップ
ランナー企業の取組事例が紹介されました。住宅
メーカーの取組として、ミサワホーム株式会社建
設推進部環境推進グループの岡靖明氏が、昨年６
月にWWＦのチェックリストを活用しながら独自の
調達ガイドラインを公表したことについて発表しま
した。また建材メーカーの取組として、朝日ウッド

世界が向かう
フェアウッド調達

テック株式会社経営企画室環境推進グループの谷
口正剛氏が、住宅メーカーからの要望を受け、原
料調達を持続可能なものに切り替えたという報告
がありました。
　第１部、第２部を受けて行なわれた第３部のパ
ネルディスカッションでは、フェアウッド・パート
ナーズの三上雄己氏のコーディネートにより、フェ
アウッド調達のビフォーアフター、そのメリットに
ついて討論され、今後、フェアウッド推進に当た
り、生物多様性保全や持続可能な森林経営等の内
容を周知させながら消費者にアピールしていこうと
いう意見が出されました。

「フェアウッド」推進セミナー

東京会場の様子

　わが国における木材供給の８割

は輸入材です。「フェアウッド」と

は、生産地の森林を破壊せず、地

元の生活者や生産者のことも考慮

して生産された木材を表す言葉。

このフェアウッドの推進は、合法

的で持続可能な木材利用を促進し、

持続可能な森林経営に寄与します。

　１月25日（東京・国立オリンピッ

ク記念青少年総合センター）と27

日（大阪・エルおおさか）、国際森

林年に当たり、フェアウッドの一

層の利用促進に寄与するため、こ

れまでの取組事例および成果と今

後の課題を共有しようと「フェア

ウッド推進セミナー」が開催されま

した。

生産地 の森林環境や地域社会に配慮した木材・木材製品

大阪会場の様子

東京ディスカッション
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